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収集および分析を行った。実践コミュニティとは、Lave & Wenger (1991)およびWenger (1998)の学習研究
の中で提唱されたモデルであり、職場や学校がこれにあたる。コミュニティの参加者が相互交流を持続する
ことによって、知識を共有し、アイデンティティーを形成する。この理論は、経営学や応用言語学など様々

































 第 4 章は、大きく３つに区分され、研究結果が提示されている。初めに、学習者ビリーフの変化に関する
結果が述べられている。学生は、本学に入学した際、高校までの教師中心の詰め込み型の英語授業の影
響を強く受け、分析的な学習  (analytic learning) に関するビリーフを強く持っていた。しかしながら、英語
教育学科のコンテンツ重視の英語授業を受けて、１年後は、経験的な学習  (experiential learning) に関
するビリーフが大きく伸び、学生は自信（self-efficacy and confidence）を持つようになった。そして、２年次
に前期７週間、後期７週間の学習ストラテジー・トレーニングを受けた結果、学生は協力的な学習 
(cooperative learning) に関するビリーフを強くし、自信（self-efficacy and confidence）をさらに深めた。ま
た、分析的な学習 (analytic learning) に関するビリーフが弱まったことも特徴的なことである。 



















経験的な学習  (experiential learning)に関するビリーフを大きく伸ばし、学生は自信（self-efficacy and 
confidence）を持つようになった。まとめとして、質的データ分析の結果が量的データ分析（学習者ビリ
ーフに関する質問調査）の結果を裏付けるものであり、学習者ビリーフの変化過程が明らかになった。 











など正確さを重視する分析的な学習 (analytic learning) に関するビリーフを強く持っていた。しかしながら、
英語教育学科のコンテンツ重視の授業を受けて、経験的な学習  (experiential learning) に関するビリー
フが大きく伸び、学生は自信（self-efficacy and confidence）を持つようになった。 
(2) 学生は、学習ストラテジー・トレーニングに積極的に参加した。その結果、学生は協力的な学習  
(cooperative learning) に関するビリーフを強くし、自信（self-efficacy and confidence）をさらに深めた。ま





ての自覚を深めるなかで、経験的な学習  (experiential learning)に関するビリーフを大きく伸ばし、自信
（self-efficacy and confidence）を深めた。 
(4) 学生が実践コミュニティに積極的に参加して、お互いに学び合う中で、学習者ビリーフを変化させ、そ
の結果、外国語の運用能力を高めた。 





論 文 内 容 の 要 旨 および そ の 審 査 結 果 
 
4 
 
(2) 教師は、学習ストラテジーに対する学生の意識・気づきを高めるような工夫が必要である。このトレーニ
ングでは、学生は、学習ストラテジーに関する本を読み、毎回グループでデスカッションをした。 
(3) 教師は、学生の相互交流を促進するため、ペア・ワーク（ペアを替えて繰り返す）やグループ・ワークを
使用して、お互いに学びあう環境を構築することが大切である。 
(4) 教師は、学生が学んだストラテジーを他の授業でも応用できるよう、他の教師と協力してカリキュラムを
開発することが望まれる。 
(5) 教師は、学生が学びの振り返り学習をするため、日誌やログ・ブックを書かせ、お互いに報告させること
によって、学びを共有させることができる。 
なお、この研究の限界として、(1)対象者が 21 名に限られていること、(2)インタビューの分析には主観が含
まれること、(3) 対象者が２年生であり、すでに大学でコミュニケーション重視の英語教育を受けてビリーフ
を変化させていること（対象者が 1年生であればさらに顕著な結果がでるかもしれない）、を挙げ、今後の研
究課題として、混合的研究法に基づく同様の研究が継続されることを提起している。 
 
3. 論文審査の結果 
本論文の研究テーマと研究課題の設定は、広範な文献研究に基づいたものであり、学習ストラテジーの
トレーニングと学習者ビリーフとの関係について、実践コミュニティ(community of practice)を研究の枠組み
とし、混合的研究法（量的データと質的データ）によるデータ収集および分析をして、学習者ビリーフの変
化過程を明示したことには意義がある。特に、学習者ビリーフが安定的・静的ではなくダイナミック
(dynamic)であることを示し、その発達段階を示唆したことは、第２言語習得研究の分野に貢献する研究で
あると評価される。 
しかしながら、2、3 の問題点も指摘された。初めに、学習者ビリーフに関する質問調査に関してである。
本調査は、対象者が２年次（前期の 8 週目）の際、入学前のビリーフを振り返って、回答を求めているが、１
年次の初めに調査できると正確な結果が得られた（研究の限界）。また、質問調査の結果を示した表の表
記について、３回の質問調査の実施日について質問があり、申請者からの説明があった。こうした点が指
摘されたが、論旨については問題がないことが確認された。 
 以上を総合的に判断し、本審査委員会は本申請論文が課程博士学位論文としての水準に達している
と認め、委員全員が一致して合格と判定した。 
 
 
